
Ⅰ　基本情報

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号）豊平区土木部維持管理課（851-1681）

２　指定管理者

事業概要

公園種別

告示年月日

所在地

１　施設の概要

①豊平区美園10～12条7～8丁目、月寒
西2～3条4丁目
②豊平区月寒東3条19丁目

①昭和36年4月1日
②昭和59年3月31日

面積

名称

①218,375㎡　　②56,508㎡

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

①野球場、テニスコート、パークゴルフ場、ボート池　　②多目的広場、テニスコート、パークゴルフ
場

①月寒公園　　②吉田川公園

目的

①総合公園　　②地区公園

月寒公園、吉田川公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関
する業務）

主要施設

名称

募集方法
公募

非公募の場合、その理由：

月寒公園パークライフコンソーシアム[（公財）札幌市公園緑化協会（代表者）、（株）四宮造園]

平成31年4月1日～令和6年3月31日

施設数：2

指定期間

指定単位

施設数：2

複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有しない公園と有する公園をグ
ループ化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化(環境負荷の低減等)
の面から、比較的近接している公園をグループ化した。

業務の範囲

３　評価単位

公園維持管理業務、有料公園施設（野球場、テニスコート、パークゴルフ場、貸ボート）運営（利用
料金制度）

複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の指定管理者で維持管理しているため。
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Ⅱ　令和２年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項　目 実施状況

▼「年齢や障がい、性別、主義・主張、思想・信条、
民族や言語、社会的地位や身分の違い、その他不
当な理由によって公園の平等利用が妨げられること
のないよう、全スタッフに対する教育を徹底した。全
職員対象の接遇研修、未受講者対象のバリアフリー
講習の実施、未受講受付スタッフのサービス接遇検
定3級取得を推進した。
▼パークライフセンターで車椅子とベビーカーの無料
貸し出しを行った。
▼ホームページ等でパークライフセンターにある授
乳室の周知に努めた。授乳室の利用頻度が高いこ
とから、空室サインの掲示を設置し、安心して利用で
きるように努めた。
▼公園ホームページは、4か国語対応で公開してい
る。（日本語・英語・韓国語・繁体字・簡体字）
▼ペットの放し飼い、火気の使用、スケートボードな
どの行為に対して巡回指導を行った。
▼新型コロナウイルス感染拡大防止対策による施設
閉鎖の際は、迅速に情報発信と園内での周知を行
い、混乱防止に努めた。

指定管理者
の自己評価

公園の設置目的に
沿って策定した基本
方針に則り、コン
ソーシアム間の連
携を図りながら遂行
できた。
新型コロナウイルス
感染予防策をとりな
がら、関連団体と連
携した小規模のイ
ベントの開催やボラ
ンティア活動を継続
し、コミュニティ活動
の拠点としての機
能を果たすことがで
きた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼月寒公園及び吉田川公園において、以下の基本
方針を策定した。
①平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉増
進の場としての利用効果を高める。
②関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声の
反映に努め、開かれた管理運営による、安全で安
心、快適な利用環境を提供する。
③資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な管
理運営による経費削減を図り、安定した質の高い
サービスを提供する。
④コミュニティ活動の拠点の一つと位置付け、市民
や関係諸機関との連携を強化し、資源の積極的な活
用を図り、集いの場としての魅力を高める。
⑤都市における多様な環境圧の下、みどりの保全と
環境負荷の低減を目指す。

（１）統括管理
業務

基本方針に則り、
業務が遂行されて
いると思われる。
引き続き方針に
則った管理運営に
励んでもらいた
い。

所管局の評価

▽　管理運営に係る基本方針の策定

1　業務の要求水準達成度

方針に沿って、適正
に実施することがで
きた。
月寒公園は再整備
が終わり、様々な要
望・苦情が寄せられ
る状況があることか
ら、接遇や苦情・要
望対応等、スタッフ
教育を徹底した。ス
タッフ教育の成果
は、アンケートの接
遇に対する満足度
が、85%から93%に
大きく向上したこと
にも、現れている。

今後も適切な対応
や工夫を行い、多
種多様な公園利
用に対応してもら
いたい。
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休日の路上駐車対
策は、近隣住民や
町内会と連携して
継続したことで、令
和2年度は、路上駐
車も減少し、効果が
現れていると捉え
る。

▼業務分担、指揮命令系統、連絡系統等を定め、円
滑な管理運営を行った。
▼コンソーシアムの連絡会議を毎週定例で実施し、
情報共有と円滑な管理運営に努めた。
▼研修計画に基づき、コンソーシアム合同の防災訓
練、接遇研修、個人情報保護講習等を計画通り実施
した。

路上駐車対策に
ついて評価する。
管理水準の更な
る維持向上に向
けて今後も様々な
取り組みをしてほ
しい。

管理運営体制を適
切に確立し、研修等
も計画通り実施し
た。コンソーシアム
間の連絡・情報共
有の体制を確立し、
緊急時にも、迅速に
対応することができ
た。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

引き続き高い意識
をもって取り組ん
でほしい。

連携強化の方法
を常に模索し、更
なる強化を目指し
てほしい。

▼北海道環境マネジメントシステムを運用し、目的・
目標の達成に向けて取り組んだ。EMS研修を年1回
実施するとともに、環境目標について、毎月の測定
結果の貼り出しと、ミーティング時に進捗状況の情報
共有を行った。
▼環境目的・目標の取組み結果
・電気使用量について、R１年度を上回らない。
　（結果:R1年度比102.8%となり増加した）
・ノー残業デーの超過勤務時間の合計が、R1年度実
績を上回らない。
　（結果:R1年度比92.4%と減少し、改善された）
・ノー残業デーにおいて、超過勤務時間の合計がゼ
ロの日数について、R１年度実績を下回らない。
　（結果：R１年度比105.1%と増加し、改善された）
▼特定外来生物の侵入軽減（オオハンゴンソウを対
象として維持管理業務において駆除を行う）。当公園
では侵入状況の確認（被度の記録）と駆除後の状況
の確認（被度の記録）を行う。
（結果:侵入率0～25％を確認し全て駆除した。数量
3kg）

全スタッフを対象に
環境マネジメント研
修を行うことで、環
境を考えた管理運
営意識の共有を図
ることができた。
環境目標は、ノー残
業デーについては、
目標を達成すること
ができた。電気使用
量については、再整
備工事により新設さ
れた取水ポンプの
稼働等により、使用
量が微増したが、
パークライフセン
ターでは、薪ストー
ブの活用によりエア
コンの使用を削減
するなど、節電に努
めた。
また、オオハンゴン
ソウは、森のあそび
場周辺で確認したこ
とから、すべて駆除
した。

▼職員が講師となり、スタッフを対象に、各種教育訓
練を計画通り実施した。
▼ボランティアと協働で、花壇の管理やシバザクラエ
リアの除草、落ち葉の堆肥化を進めている。
▼休日の路上駐車対策として、注意看板やコーンの
設置、園内放送を行った。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進
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開催回

開催回

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

１　管理業務の実施状況
２　管理運営上の問題点、改善提案、
協議を希望する事項等
３　利用者の声（苦情、要望、アンケー
ト等の集計・分析結果）及び対応状況
４　自主事業の実施状況

R3.3.18

適切と思われる。

▼月寒公園・吉田川公園運営協議会

札幌市（豊平区土木部）：公園維持係長、担当職員
指定管理者：（緑化協会）事業2課長、マネージャー、
サブマネージャー、（四宮造園）常務、サブマネー
ジャー

▼資金管理については、指定管理業務や自主事業
等、公園ごとに区分しており、現金等の取扱いにつ
いては点検、調査を行っている。事務局経理事務担
当者による現金出納簿の確認、月末締めの現金出
納簿と売上金口座入金状況の確認を随時行ってい
る。
▼団体の規定に基づき、現金や金券類、預金通帳
等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施し
ているほか、公認会計士2名による外部監査を導入
している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取組
みを行っている。

▼札幌市、指定管理者、市民協議会による月寒公園
意見交換会

１　月寒公園ファンクラブの報告と次
年度の提案
２　指定管理者よりキツネの生態調査
とエキノコックス対策について

▼以下の業務について適正に委託先を決定し、公園
内での適切な業務履行について確認した。
・月寒公園機械警備業務
・自動ドア保守管理業務
・パークライフセンター清掃業務
・駐車場交通誘導警備業務
・門扉開閉等業務
・消防設備等保守点検
・遊具等保守点検業務
・月寒公園永遠の像およびベンチ等清掃業務
・園内緑地管理
・坂下駐車場臨時巡回業務
・空調設備メンテナンス業務
・自家用電気工作物保安管理業務
・一般事業系廃棄物処理
・カン・ビン等処理業務
・産業廃棄物処理業務
・トイレ清掃、維持管理業務

維持管理や施設管
理について、札幌市
と課題を共有し、今
後の方向性を協議
することができた。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

第三者への委託に
ついては、履行状
況の確認・指導を行
い、適正な業務遂
行を確認した。

札幌市の検査・監
査には適切に対応
した。また、改善が
必要な事項等につ
いては、各公園・施
設のマネージャーを
通じ、公園・施設の
担当者へ周知徹底
を図った。
不正行為や事故発
生の未然防止のた
め、複数名による現
金等の確認を徹底
した。
不正経理等の事故
は発生していない。

適切と思われる。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、人数を制限して
開催した。「ピクニッ
クコンサート」等のイ
ベントについて報告
すると共に、公園の
問題や課題につい
ても議論することが
できた。

協議・報告内容

課題について情
報共有を行うこと
ができた。協議・報告内容

適切と思われる。

R3.3.11
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▽　要望・苦情対応

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼要望･苦情対応については内容を正確に把握し、
改善できることは迅速に対処した。R2年度は、例年
多い路上駐車に関する意見は減少したが、スケート
ボードやキツネに関する意見が多く挙げられた。樹
木に関する意見等、維持管理に関わることは、コン
ソーシアム間で情報共有し、対応を検討した。
R2年度の要望・苦情件数（要望・苦情：月寒公園38
件、吉田川公園6件）

記録・モニタリング・
報告・評価を適正に
実施することができ
た。アンケートにお
いては、接遇満足
度、公園の総合満
足度共に、目標を
達成することができ
た。

▼記録・報告等を計画通りに適切に実施した。
▼自己評価を月単位で行い、業務の改善、利用者
の増加に努めた。
▼アンケート調査を実施し、管理運営の参考としてい
る。
▼要望、意見については、公園管理運営等に役立て
るため、情報の共有を行っている。
▼札幌市の業務等検査にも適切に対応した。

スケートボードの夜
間騒音に対しては、
駐車場の園路灯に
タイマーを設置し、
閉門後に消灯させ
るなどの対策を講じ
た。
キツネに関して様々
な苦情が挙げられ
たが、エキノコックス
症対策の一助とし
て、北海道大学と協
働で生態調査とエ
キノコックス駆虫剤
（ベイト）散布に取組
始めた。
すぐに解決できない
問題もあったが、札
幌市や関連機関と
連携しながら、対応
できていると捉え
る。

適切と思われる。

短期での解決が
難しい課題も多い
が、今後もアイデ
アを出し合い継続
して課題の解決に
取り組んでほし
い。
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A B C D

指定管理施設の現
場と本部事務局と
の連絡調整を密に
するとともに、関係
機関への必要な届
出を迅速かつ確実
に行うなど、労働関
係法令を遵守し、す
べての関係手続き
について適切に対
応できた。
当コンソーシアムで
の労働災害発生ゼ
ロを目指して、毎朝
のKY活動、ヒヤリ
ハット事例の共有、
安全大会の開催
（新型コロナウイル
ス感染拡大防止の
為、各公園単位で
開催）、安全講習の
実施等に取り組ん
だ。事故が発生した
際には、安全衛生
委員会において、原
因検証と再発防止
の検討を実施した。
安全な職場環境の
実現と、スタッフの
雇用環境の向上を
進めるなかで、市民
サービスの向上に
つなげることができ
た。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金法、
労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康保険
法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約法、男女
雇用機会均等法、次世代育成支援対策推進法、女性
活躍推進法、育児休業・介護休業等に関する法律、労
働保険の保険料の徴収等に関する法律、その他関連
する法令等に基づき、主として以下のような届出・対応
等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金861円（令和
元年10月3日発効、令和2年度据え置き）以上の時給を
支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及び
深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上の割
増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基準
監督署に適切に届け出ている。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基準
法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあた
り、書面による労使協定（36協定）により必要な定めを
し、札幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満たす
スタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道労
働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保
険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を
行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実施し
た。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届け
出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生し
た者に対して周知し、希望の申し込みを随時受け付け
た。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業主
行動計画を実施している。

（2）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

適切と思われる。

適切と思われる。▼　安全衛生委員会を設置し、毎月1回、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の為、各公園の担当課長がリ
モートワーク等により出席して委員会を開催し、職場の
安全確保及び健康障害の防止に係る議題について検
討し、その結果を各公園・施設のマネージャーを通して
スタッフに周知して、健全な職場環境の実現に努めた。
▼維持管理作業従事者を対象に、作業における安全
確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。
▼ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休業
等の取得奨励、職場内コミュニケーションの活性化、有
給休暇取得の奨励、ノー残業デーの設定などの取組
みを行った。
▼公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関す
る内部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の継続
雇用など、雇用環境の整備により、市民サービスの向
上等に結びつく取組みを行った。
▼第三者への委託業務について、受託者に当該業務
従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。
▼女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」におい
て、女性の活躍推進に関する状況等が優良な団体とし
て「認定段階3」を受けている。

6
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いざという時に迅
速に対応できるよ
う引き続き訓練に
努めてほしい。ま
た、新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止のための
取り組みも引き続
きお願いする。

コンソーシアム合同
の消防訓練や、災
害時に使用するマ
ンホールトイレの研
修等を計画通り実
施し、緊急時に適切
な対応がとれる体
制を整えることがで
きた。

▽　防災

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

利用者が多い月寒
公園では作業区域
の明示を徹底し、利
用者の安全の確保
に努めた。またコン
ソーシアム間の情
報共有の徹底は、
維持管理の質の向
上に繋がっている。

今後もスタッフ間
の情報共有を強
化し利用者に安心
安全な環境を提
供してほしい。

ボランティアと連携
し、地域に根差した
公園管理を遂行す
ることができた。施
設の老朽化が著し
いが、安全確認を
行いながら、適宜適
正に対応することが
できた。

今後も利用者に
安心安全な環境
を提供してほし
い。

今後も利用者に
安心安全な環境
を提供していただ
きい。

安心安全に公園を
利用していただくた
めに、適正に施設・
設備・緑地の維持
管理作業を進める
ことができた。
新型コロナウイルス
による施設閉鎖期
間には施設修繕を
重点的に行い、効
率的な管理に努め
た。

[月寒公園]
▼新型コロナウイルス感染拡大防止対策による施設
閉鎖期間に、高台駐車場の白線の引き直しや、パー
クゴルフ場の枕木園路の修繕、遊具周りの樹木剪定
を行った。
▼月寒公園は、遊具の利用が多いことから、専門業
者による年2回の点検の他、月1回の自主点検を
行った。
▼雨の日にスピートが出やすいロング滑り台につい
ては、降雨後の安全確認とすべり面のふき取りを
行った。またボルトの緩みが見つかったことから、専
門業者による点検と増し締め作業を行った。
▼駐車場混雑緩和のために誘導員を配置し、路上
駐車が多い場所には、注意看板等を設置した。
▼緑地管理では、樹木整枝を維持管理の重点項目
として、危険木の伐採や道路沿いの枝払い等計画以
上に作業を行い、樹林環境の改善を図った。
▼就労支援施設による石碑やベンチの清掃を定期
的に行った。
▼水のあそび場については、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、閉鎖した。

▼防災計画を策定するとともに、7月にコンソーシア
ム合同の防災訓練を実施した。
▼高台駐車場に設置されたマンホールトイレは、ス
タッフが点検清掃すると共に、利用方法等を学ぶス
タッフ研修を行い、緊急時に備えた。

[吉田川公園]
▼パークゴルフ場および多目的広場については、ボ
ランティアと協働で、維持管理作業に取り組んだ。
▼緑地管理では道路にかかる樹木の剪定作業を
行った。
▼遊具は専門業者による年2回の点検の他、月1回
の自主点検を行った。また、園路灯は年3回の点検
を行った。

▼作業時の利用者安全については､セーフティコー
ンや作業表示看板による周知及び注意喚起を行っ
た。
▼利用者の安全確保については､ハザードマップの
作成、安全管理体制の確立、日常巡回時のスズメバ
チやカラス巣の確認、危険木の確認に努めた。
▼事故等の発生時に対応するため、緊急連絡体制
の確保と、コンソーシアム合同で消防訓練を実施し
た。
▼拾得物の取扱いについては、当協会の規定に
沿って対応し、迅速に対応できるよう台帳を作成し、
利用者のサービスに努めた。
▼損害賠償責任保険は要求水準に適合したものに
加入した。
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①スタッフのマスク
着用、手洗い、うが
いを徹底
②毎朝、スタッフは
検温を実施し、体温
37.5℃以上、咳が止
まらないなどの体調
不良者は出勤を禁
止
③管理事務所の換
気を定期的に行い、
テーブル・椅子等の
アルコール消毒を
実施
④管理事務所・案
内所にアルコール
消毒液を配置
⑤来園者向けに
ソーシャルディスタ
ンスの掲示看板や
ホームページによる
新型コロナウイルス
感染症に伴う公園
利用についての協
力願いの告知
・他の人と距離をあ
けて利用
・すいた時間、場所
を選び、混んでいる
ときの利用自粛
・マスク着用
・利用後の手洗い
及びうがい実施
・短時間のご利用の
協力のお願い

▼新型コロナウイルス感染予防に対する取り組みを
実施した
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▼多目的広場をはじめとする、月寒公園の様々な公
園利用に関する問い合わせに対応し、団体利用が
重複する場合は利用調整を行った。
▼公園利用のアンケートを積極的に聴取し、管理運
営に反映させた。また、パークライフセンター内の壁
面に、子ども向けの参加型の展示を作成し、子ども
の声を聴取した。

アンケートは、様々
な形態で、多世代
の意見を聴取し、利
用者サービスに活
かすことができてい
る。

キツネに対する啓
発活動を評価した
い。現地掲示や
HPなどでキツネだ
けでなく月寒公園
での様々な活動
について情報発
信を積極的に行っ
てほしい。

今後も積極的に
市民協働の取り
組みっを行ってほ
しい。

昨年度好評だった
「プレーリヤカーで
あそぼう！」は、月
寒プレーパークの
会と共催すること
で、実施回数を増
やすことができた。
参加者数も増加し
ており、利用者の
ニーズにもあってい
ることから、今後も
定着や発展が見込
める事業となってい
る。

引き続き市民から
のニーズの中で
活かせるものがあ
れば工夫して活か
していってほしい。

▽　乳幼児親子対象の外あそびの機会提供

▼パークライフセンターの利用者数は年間145,370人
となった。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
施設を閉鎖する期間があったことから、昨年度の利
用者数の70%に留まった。
▼今年度、苦情要望が多く挙げられた「キツネ」につ
いては、3月30日に「パークライフカフェキタキツネ」を
開催し、専門家の講演や意見交換を行った。また、
キツネやエキノコックスに関する動画を作製し、月寒
公園のホームページにアップした。
▼北海道大学や札幌市と共にエキノコックス症対策
を協議し、北海道大学と協働でキツネの生態調査を
実施した。
▼定期的に園内放送をかけて、公園利用のマナー
やルールをお知らせした。

（4）事業の計
画・実施業務

公園利用者の関心
が高い、キツネに関
する情報発信を積
極的に実施すること
ができた。特に、キ
ツネに関する動画
は、北海道大学と
連携し、専門的な知
識を分かりやすく伝
えることで、野生動
物への市民理解に
繋がったと捉えてい
る。

今後も利用者の
多様なニーズに応
じた事業を展開し
ていただきたい。

月寒公園では、新
たに2団体がボラン
ティア登録し、植物
管理・イベント・園内
清掃等様々な分野
でボランティア活動
が展開され、公園
の活性化につな
がっている。

▽公園利用に関する相談業務

▽　パークライフセンターを拠点とした情報収集及び発信
業務

▼「月さむぽ」「プレーリヤカーで遊ぼう！」等乳幼児
親子対象のイベントを、13回実施し、416人の参加が
あった。昨年以上に参加者が増加し、1回当たりの参
加者数の平均は、昨年度の24.5人から32人に増加し
た。

▽　市民の自主活動及び交流の支援業務

▼市民協議会と例年共催で実施していた、「カル
チャーナイト」や「あそンドル」は、新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点から、計画段階で中止したが、
「月寒公園ピクニック」については、「ピクニックコン
サート」と題し、屋外コンサートのみ開催し、150人の
参加があった。
▼月寒公園では、新たに「月寒プレーパークの会」と
「コネクトワークス豊平」がボランティア登録し、ボラン
ティア活動を推進した。
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[月寒公園]

[吉田川公園]

-

R2実績

-

パークゴルフ大会に
ついては、毎年楽し
みにしている利用
者も多いことから、
参加人数を制限す
るなど新型コロナウ
イルスの感染拡大
防止策を取ったうえ
で、開催することが
できた。また、ボート
については、独自の
利用者サービスに
取り組むことができ
た。

▽　減免等

R2計画

R2計画

21.0

12,442人数(人）

7,688人数(人）

R2実績

▼[月寒公園野球場] 減免0件、還付26件
▼[月寒公園テニスコート] 減免1件、還付61件
▼[月寒公園パークゴルフ場] 減免642件
▼[吉田川公園テニスコート] 減免7件、還付39件

7,805

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、5月31日まで有
料施設の利用を休
止したことから、利
用件数は昨年度に
比べ、減少した。
6月以降について
は、団体競技である
野球は、コロナを理
由にしたキャンセル
もあり、稼働率の低
下が顕著となった高
台野球場について
は、ホームベースや
ピッチャープレート
を交換するなど、良
好な利用環境の維
持に努めることがで
きた。

-

6,232

R1実績

公園利用届　　　　　　（人）

16,456

人数(人）

 有料施設

稼働率(％)

▽　利用促進の取組

公園利用届　　　　　　（人）

9,255

-33.6

18,810

学校行事

-

稼働率(％) 22.2 - 16.7

-

R1実績

▽　利用件数等

野球場

一般団体 3,800 - 3,020

（5）施設利用
に関する業
務

その他

稼働率(％)

現在は新型コロナ
ウイルス感染症拡
大防止による利用
停止期間も多くあ
るが、今後も利用
者の利便性の
ニーズに応え満足
度を高め各施設
の稼働率向上に
つなげていただき
たい。

-

件数(件) 740 - 544

445

1,618

36

貸ボート 隻数(隻）

- 1,450件数(件) 1,599

庭球場

-

R2実績

1,245

-

R1実績 R2計画

359

52.0

パーク
ゴルフ

6,4488,470

59.1

一般団体

- 4,681

学校行事

7 -

 有料施設

人数(人） 2,254

R1実績 R2計画

R2実績

庭球場

件数(件) 537

1,975 - 2,492

[テニスコート・野球場・パークゴルフ場]
▼体育の日は利用料金を無料とした。
[パークゴルフ場]
▼ホールインワン達成者に記念バッジを提供し、希
望者には場内に達成者名を掲示した。
▼10月13日に「第6回パークゴルフ大会つきさっぷ
杯」を開催し32人の参加があった。
▼こどもの日は子どもを無料に、敬老の日は65歳以
上を無料にした。
▼利用者への還元として、スタンプカードを発行し
た。
[貸ボート]
▼平日午前の利用者に、コーヒーの無料券をプレゼ
ントした。
 ▼平日小学生以下の利用者に、缶バッチをプレゼン
トした。
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▼年間の月寒公園ホームページ閲覧数は106,650件
（前年度104,354件、前年度比103.5%）となった。平成
29年度にホームページをリニューアルして以降、閲
覧数は毎年増加している。
▼季節ごとにニュースレターを作成し、パークライフ
センターで配架すると共に、近隣町内会に配布した。
また、3月に「ニュースレター号外キタキツネ」を発行
し、エキノコックス駆虫剤（ベイト）の散布など、今後
計画している公園の取組についても説明した。
▼「ボート池のひみつ」「月寒公園の歴史」「カラス」な
ど月寒公園に関することをテーマ別に紹介するセル
フガイドを作成し、パークライフセンター・ボート受付
棟・パークゴルフ受付棟で配布した。
▼　公園ホームページについてのウェブアクセシビリ
ティ研修を担当職員対象に実施した。また取組確
認・評価表を、令和3年3月31日に公開した。
▼新型コロナウイルス感染拡大防止による利用規制
情報についても、ホームページ等を通じて迅速に発
信した。

２　自主事業その他

▽　自主事業

新型コロナウイルス
によるパークライフ
センターの臨時休
館により、売店収入
は減収したが、売上
は計画を大きく上
回った。
イベントについて
も、新型コロナウイ
ルスの状況を鑑み
ながら、秋以降に小
規模で開催すること
で、概ね計画通り実
施することができ
た。

福祉施設による飲
食物の販売や維持
管理作業を通して、
障がい者の就労支
援を積極的に推進
できた。
札幌市立みなみの
杜高等支援学校と
連携し、就職を視野
に入れた実習やア
ルバイトを積極的に
受け入れることがで
きた。

適切と思われる。
今後も市内企業
等の活用、福祉施
策への配慮をお
願いしたい。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

ホームページの閲
覧数は、順調に数
値を伸ばすことがで
きている。月寒公園
は若い世代の利用
も多いことから、キ
ツネに関する動画
をホームページに
掲載するなど、公園
の利用者層やニー
ズに合った広報媒
体を選び、積極的
に取り組むことがで
きた。

今後もHP等で月
寒公園のことや、
日々の様々な取り
組みについて情
報発信してほし
い。

▼機械警備、駐車場門扉開閉、遊器具点検、パークライフセン
ター館内清掃等の第三者委託業務は市内企業に発注した。
▼公園清掃業務として、園内にある永遠の像とベンチの清掃業
務を、札幌市内の福祉施設に委託した。
▼売店で豊平区内の福祉施設のクッキー等を販売した。
▼園内で利用できる車いすの無料貸出を行った。
▼巡回・清掃・貸ボートの業務において、札幌市立みなみの杜高
等支援学校の実習を受け入れた。
▼パークライフセンターの清掃業務で、札幌市立みなみの杜高
等支援学校3年生の生徒をアルバイトとして雇用した。

適切と思われる。
今後も、他の公園
の事業も参考にし
て新たな事業を展
開してほしい。

（6）付随業務

▼売店の営業・自動販売機の設置・テニスラケット・パークゴルフ
クラブ等のレンタル・移動販売車営業
　売上高4,408千円（計画2,370千円）

▼ノルディックウォーク体験会、パークヨガ、パークゴルフ大会な
どのイベント事業
　売上高178千円（計画100千円）

前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はな
い。

▽　引継ぎ業務

▽　広報業務
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【意見(称賛）】
・とても広く自然があるところがよい。遊具がたくさん
あってよい。
・パークライフセンターがきれい。コーヒー、シャボン玉
をよく利用する。
・子ども連れの家族が利用できるようになった。
・ボートスタッフの接客が素晴らしい。
・市内いろんなテニスコート（市施設）を利用しています
が、月寒公園がスタッフのみなさん優しくて良いと思い
ます。
・なかなかイベントがないため、このように開催して下さ
ると、とてもありがたく思います。（幼児向けイベント参
加者）
・キツネをただ「悪者」にしたり「可愛い」だけにしたりす
るのではなく共存するための人間側のすべきことを教
わりました。（パークライフカフェキタキツネ参加者）

【意見(要望）】
もう少し花があれば良い。
【対応】
中央園路に1年草を植栽した。

【意見（要望）】
公園内の一部箇所でゴミが散見されますので注意喚
起してはどうでしょうか。
【対応】
注意看板の設置、巡回清掃の強化の他、ボランティア
によるゴミ拾いを実施した。

【意見（要望）】
もう少し駐車場を広くしてほしい。駐車場の入り口がわ
かりにくい。
【対応】
駐車場の適正な利用を促すため、公園利用者以外の
駐車に対する注意喚起や横断幕の設置による呼びか
けを行った。

結果概
要

３　利用者の満足度

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

▽　利用者アンケートの結果

満足度について
市の要求水準を
上回る取り組みを
行っていることは
評価できる。
引き続き高水準を
継続できるよう取
り組んでほしい。

▼総合的な満足度は、札幌市要求水準70％、指定管
理者目標値75％に対し、昨年度の88%を越え、92％と
大幅に上回った。
▼接遇に関する満足度は要求水準80％、指定管理者
目標値85％に対し、昨年度の85%を大きく越え、93％と
大幅に上回った。

実施方
法

4月1日～3月31日に、月寒公園パークライフセンター来
館者や有料施設利用者、イベント参加者、計203名に
アンケートを実施した。

利用者の意見・要
望・苦情は真摯に
聞き取り、安心安全
な公園利用の確保
に努めた。
アンケート結果は、
総合満足度、接遇
満足度共に、札幌
市の要求水準及び
指定管理者目標値
を大幅にクリアし
た。昨年度に比べ
ても、総合満足度は
4%、接遇満足度は
8%も増加したことを
評価したい。
利用者からの意見
についても、接遇に
関する称賛の意見
が多く挙げられた。
今後も、接遇満足
度の維持に努めた
い。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

79,761

1,566

収入

0

R2計画 R2決算

79,229 78,077

項目

▲ 1,152

83,98281,699

その他

2,283

指定管理業務収入

４　収支状況

（千円）

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
対策が必要な中
で、できることを行
い引き続き営業努
力を惜しまず利用
料金の増収につ
いても検討し努力
してほしい。

利用料金 7,327 ▲ 2,718

指定管理費

1,566

10,045

利益還元 0 0

▲ 1,209

支出

自主事業収入 2,470

2,788

81,405 82,984 1,579

991 991

78,552

収入-支出 294 998 704

自主事業支出 1,644 4,432

0

5,905

69,184 69,184 0

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼情報公開請求はなかった。
▼当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかった。
▼公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資金
源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示し
た。
▼物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関係
事業者を相手方としないよう徹底した。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、パークライフセ
ンターが臨時休館と
なったが、利用料金
の補填及び自主事
業収入の確保によ
り、トータル収入に
おける影響は少な
かった。
グリーンシーズンに
おいて、ニュースレ
ター等でパークライ
フセンターを広報
し、利用者増を図っ
たことにより、自主
事業である売店収
入や自動販売機収
入の増収につなげ
た。
継続して、新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止対応に努
め、アンケート等に
よる利用者ニーズ
の分析を図り、営業
努力を重ねたい。

不適

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼当コンソーシアムの代表団体である札幌市公園緑化協会の財
務状況等は、令和2年度、赤字決算になる見込みはなく、運営安
定化積立資産の留保金もあるため、安定経営能力に問題はな
い。また、他の構成企業についても、前年度から大きな変化はな
く、安定経営能力に問題はない。

7

純利益

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適

▲ 287

不適

適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

294

0

▼　利用料金収入は、新型コロナウイルス拡大防止の観点か
ら、4月14日から5月31日の期間を閉鎖したことや、その後もコロ
ナ禍の影響を受け、計画より2,718千円の減となった。
▼　自主事業収入は、売店の商品充実や自動販売機の売り上
げが好調だったため、計画より3,435千円の増となった。
▼　その他収入は「札幌市都市公園の維持管理に関する協定に
おける新型コロナウイルス感染症拡大に関する確認書」による
収入補填1,558千円と両立支援等助成金8千円である。
▼　指定管理業務支出は、中途退職臨時職員の欠員や、臨時
休館による光熱水費の節減等で、計画より1,209千円の減となっ
た。
▼　自主事業支出は、収入増加に伴う商品仕入費等の支出の
増加があり、計画より2,788千円の増となった。
▼　自主事業のうち収益性のある事業から生じた収入について
は、公益法人の特質上、利益の約半分を公益目的事業に繰り入
れている。

法人税等

指定管理業務支出

3,435

▽　収支

差
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Ⅲ　総合評価

[月寒公園]
▼新型コロナウイルス感染拡大のため、施設閉鎖等
公園の利用状況が変化したが、迅速で的確な利用者
への情報提供に努め、適正に管理運営を進めること
ができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼キツネに
関する苦情・要望が多く寄せられたが、札幌市と対応
を協議し、北海道大学と協働でキツネの生態調査を開
始した。公園利用者の野生動物への理解を進めるた
めに、専門家による講演や意見交換等の場を設け、
動画やニュースレター等の広報媒体を活用し、普及啓
発活動に取り組むことができた。簡単には解決できな
い問題であるが、今後に向けての道筋をつけることが
できたと捉える。
▼新型コロナウイルス感染拡大防止のための施設閉
鎖期間には、駐車場の白線の引き直しや遊具周りの
樹木剪定等利用者が多い時期にはできない作業を行
い、効率的な管理運営に努めた。
▼これまで苦情要望で多く挙げられた、路上駐車の問
題については、今年度減少傾向となった。新型コロナ
ウイルスの影響も考えられるが、マナー啓発の効果が
表れていると捉える。
▼月寒公園市民協議会をはじめとする、市民団体や
地域住民と協働で、様々な自主事業やボランティア活
動を展開することができた。特にボランティアは、新た
に2団体登録し、多様な活動が展開されている。
▼月寒公園に多く訪れる乳幼児親子を対象として、プ
レーリヤカー等のイベントを積極的に実施することがで
きた。これらのイベントは、リピーターも多く、親同士が
子育ての情報交換をするなど、交流の場にもなってい
る。プレーパーク団体と共催で開催することで、イベン
トの定着や活性化も図ることができた。
▼アンケートの公園満足度や接遇満足度が、昨年度
に比べ大きく向上した。スタッフ教育の徹底がアンケー
ト結果にも、現れている。

[月寒公園]
▼キツネに関しては、引き続き北海道大学と生態調査や
普及啓発活動を推進する。様々な広報媒体を活用した
普及啓発に重点的に取組、キツネをはじめとする、野生
動物への市民理解につなげる。
▼スケートボードによる迷惑行為や夜間騒音等について
は、警察や近隣町内会と連携し、防止に努める。
▼市民協議会や地域団体と引き続き連携し、市民活動
の場として、大いに活用されるよう 支援する。また、イベ
ントのみならず、公園の管理運営にも連携して取り組む
ことを目指す。
▼維持管理については、利用者の安全に配慮すると共
に、野生動物に配慮したボート池周辺の草刈作業や、住
宅に隣接する樹木の剪定作業等に取組み、快適な利用
環境の維持に努める。
▼新型コロナウイルス感染拡大防止に努めた利用者対
応を行う。また、施設再開に向けては、停滞した集客の
呼び戻しを行う。

公園満足度や接遇満足度が、昨年度より大きく向上した
ことを評価したい。引き続き利用者の満足度を維持でき
るよう努めてほしい。また、キツネ等野生生物との共生
に対する普及啓発をはじめとして、月寒公園での様々の
取組の推進と情報発信を益々発展させてほしい。

上記の所管局評価を参照してください。

[吉田川公園]
▼園内施設の老朽化が進んでいることから、巡視点検
により危険箇所を早期発見し、来園者の安全確保に努
める。
▼ボランティアと協働で管理する施設については、今後
も継続的にサポートし、地域に根差した施設運営を進め
る。

総合評価 改善指導・指示事項

【所管局の評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

【指定管理者の自己評価】

[吉田川公園]
▼維持管理作業は、計画通り順調に作業を進めること
ができた。近隣町内会より要望があった、道路にかか
る樹木の剪定作業を行った。
▼パークゴルフ場や多目的広場は、ボランティアと良
好な関係を築き、協働で維持管理を行った。
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